






植木屋という表記が多いが、安永 2 年（1773 ）12 月 18 日条
では「うへ木みせ」、安永 4 年 11 月 9 日条では「樹屋」と書き、
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Garden tree shops and flower shops of Edo （Tokyo） 
in 18th were written by Yanagisawa Nobutoki in his diary 
“Enyu Nikki”.
Those shops where Nobutoki bought plants to make 
the garden in his residence Rikugien at Edo sold many kinds 
of trees and flowers. 
Nobutoki described that those shops had sold many 
plants which visitors wanted to decorate their room or make 
their garden.
In Edo period nurserymen produced new varieties of 
garden plants which anyone can’t get now.
Those shops existed at many places in Edo. For 
example, those were at Dosaka, Yushima and Sendagi which 
are belonged to Bunkyo Ward today, and at Hirokodoji, 
Rokuamida, Kubifuri-zaka in Taito Ward. 
はじめに
大和郡山藩の第 2 代藩主だった柳沢信鴻 （のぶとき、1724
－ 1792 ）は、安永 2 年 （ 1773 ）　5 月 23 日に江戸駒込の下屋
敷六義園 （りくぎえん、東京都文京区本駒込 6 丁目）に移り、
同年 10 月 3 日に引退した後も、死去するまでここで過ごして
いる。六義園は第 5 代将徳川綱吉の側用人［そばようにん］と
して活躍した柳沢吉保 （よしやす、1658 － 1714 ）が造営した
もので、信鴻は吉保の長男吉里の二男で吉保の孫にあたる。










所在地・店名　　［（　）は経由地］ 現　在　地 年　月　日 購入した樹木・草花
























































本根津 文京区根津 安永５年（1776）６月18日 桔梗
本根津植木屋 　　　　　　　　６月18日 （見る）
（根津通り）権現の外の植樹や 安永９年（1780）４月16日 （見る）
















域に寄っている。6 月 18 日の朝の印象を信鴻は、「今日早朝ゆ
へ植木や甚少く」と述べているから、植木屋は仮設の売店を出
していたことがわかる。
安永 5 年 4 月 25 日には、中町通五条天神を経て、備後前の
植木屋に行っている。信鴻の時代には五条天神は、不忍池［し





天明 4 年 （ 1784 ）4 月 19 日には、浅草の帰りに三枚橋 （台
東区上野）で植木を見ている。下谷広小路の三橋の東側のこの
橋のたもとで、植木屋は店を開いていたのだろう。






























鴻は参詣することが多かった。安永 5 年 （ 1776 ）9 月 25 日条
によると、湯島天神の西側と東側に植木が並んでいたらしい。
表 1 からすると、信鴻が植木や草花を買ったのは、ほとんど各




















安永 8 年 4 月 5 日条の乞食坂は、「闇坂」「茶の木坂」とも呼
ばれていた所で、東大農学部と工学部の間の弥生坂を途中から
まがって、東大付属病院へ行く道のことになる。













る（図 2 ）。『江戸名所図会（5 ）』によると、年の市のときには「浅
草大通りおよび下谷通りともに群集す」という状況だったとい
う。「浅草大通り」というのは、広小路を指していることになる。













2 年後の安永 4 年 1 月 11 日に伊兵衛の店を訪れたときには、
「庭を廻り見る、庭中木葉埋み去々年より又々零落」という
感想を信鴻は述べている。
安永 3 年 9 月 30 日には、巣鴨（豊島区巣鴨）の四郎左衛門・
八五郎・武右衛門の店に、キクを見に行っている。安永 8 年





神田塗師町 ［ぬしちょう］代地と松屋町 （中央区八丁堀 3
首振坂に接して宇平次は、樹木を植えた植溜を持つ店を構













安永 5 年（1776）3 月 9 日に、信鴻は諏訪明神の西側の茶屋で、
「八入楓」を買っている。諏訪明神は浅草諏訪町（台東区駒形）
の日光道の西側に位置していた。






所在地・店名　　［（　）は経由地］ 現　在　地 年　月　日 購入した樹木・草花
























（風神門から）山下（六阿弥陀へ） 台東区上野公園 安永７年（1778）11月18日 （植木を見る）






諏訪明神西側茶や（青雲寺へ）　　　　　　　　 台東区駒形 安永５年（1776）３月９日 八入楓小樹（カエデの一種）
（総泉寺から）金杉町石橋向いの植木屋 台東区下谷・根岸 安永８年（1779）２月19日 （汐楓に値を付けるが売らず）




安永 2 年 （ 1773 ）1 月 10 日条の「金比羅」というのは、高
幢寺 （目黒区目黒）内にあった金比羅権現社を意味している。
翌 3 年 11 月 29 日に信鴻は、不動坂（目黒区下目黒）の植木屋、
翌々年の 4 年 2 月 26 日には不動坂の花屋を訪れている。
不動坂という名称は、目黒不動が存在したことから付けられ





安永 7 年 （ 1778 ）2 月 15 日に信鴻は、「新やしき」（千代田








































所在地・店名　［（　）は経由地］ 現　在　地 年　月　日 購入した樹木・草花
和泉門前花屋 豊島区駒込 安永２年（1773）11月４日 （立ち寄る）
花や伊兵衛 　　　　　　　　11月４日 （座敷を借り休む）
伊兵衛 安永４年（1775）１月11日 「庭を廻り見る。庭中木葉埋み去々年より又々零落」




太神宮前（六阿弥陀へ） 中央区八丁堀 安永６年（1777）６月18日 蒲の花（ガマ）・紫陽花（アジサイ）
薬研堀不動参詣 安永７年（1778）11月28日 西王梅（ウメの一種）
（長坂から）飯倉の植木屋 港区麻布永坂町 安永６年（1777）12月21日 （立ち寄る。焼けたが石燈籠は残る）





新やしき南の植木や（大塚へ） 千代田区外神田 安永７年（1778）２月15日 （立ち寄る）
（紺屋町・富山丁から）植木や（昌平橋へ） 千代田区 　　　　　　　　６月15日 （寒竹等を見る）
（来迎寺・清源寺から）越後殿前の樹屋 新宿区 安永７年（1778）10月24日 （茶を飲む）
（平塚参詣から）坂下中里村植樹屋 北区 安永10年（1781）９月24日 （入って休む）
（近郊へ）華や二平次（飛鳥山へ） 安永３年（1774）11月29日 （植溜を見る）




3 年 （ 1774 ）1 月 22 日には花屋権兵衛で「梅鉢殖十三・海
石榴二ツ」を購入している。安永 2 年 12 月 18 日には広小路




なお、植木鉢については、安永 7 年 （ 1778 ）5 月 3 日に通
町通りの万古 ［ばんこ］焼きの店を訪れた後に、今川橋 （本
銀町 ［ほんしろがねちょう］2 丁目と 3 丁目の間の橋、現中
央区）の「焼物や」2 軒で、植木鉢と蓋物を求めている。万
古焼きは元文年間 （ 1736 － 1740 ）に、伊勢桑名の豪商沼波
弄山 ［ぬなみろうざん］が創作した陶器で、赤絵がすぐれて
いて、文様には異国趣味が著しいという特徴があった 6 ）。




















































所在地・店　名 現　在　地 年　月　日 購入した鉢植え
金毘羅 目黒区下目黒 安永２年（1773）２月10日 梅鉢殖［八重児・紫紋十のむめ］ 
萱場町 墨田区江東橋 安永２年（1773）３月８日 つはき三鉢［羅氈・百官・星くるま］
あたこ 港区愛宕 安永２年（1773）３月24日 つはき二鉢［緋車・出羽大輪］
采女原 中央区銀座 安永２年（1773）閏3月4日 楓鉢殖二箇［青葉・八しほ・名月］
（二王門から）太神宮前 中央区八丁堀 安永８年（1779）10月17日 鉢植えへ
広小路植木鄽 台東区浅草 安永２年（1773）12月18日 寒西王母（ウメの一種）一鉢
（黒門から）広小路 安永８年（1779）12月20日 難波紅梅鉢
（山下から）広小路 　　　　　　　　12月20日 福寿草（鉢植え？）
車坂から首ふり坂への途中 台東区谷中―台東区上野公園 天明４年（1784）３月23日 藤鉢うへ
（浅草参詣して）首振阪宇平次 台東区谷中 安永４年（1775）７月17日 夾竹桃（キョウチクトウ）鉢うへ
（浅草参詣して）谷中上 安永10年（1781）11月18日 紅梅鉢植
（伊勢屋に休む）湯島花や 文京区湯島 安永６年（1777）11月25日 接分梅鉢
（湯島参詣して）女坂植木屋 安永８年（1779）12月25日 梅鉢植　




花屋権兵衛へ 不明 安永３年（1774）１月22日 梅鉢殖十三・海石榴二ツをやり、他の木を求める
花屋権兵衛 安永４年（1775）１月１日 福寿草（鉢？）をもらう
植樹屋庄助 不明 安永10年（1781）10月４日 山茶花（サザンカ）鉢植をもらう
通町通り今川橋焼物や 港区 安永７年（1778）５月３日 「二軒にて植木鉢・蓋物求め」

























　落葉広葉樹 ウメ（八重児・紫紋十のむめ・寒西王梅・難波紅梅・紅梅・接分梅）・ カエデ（青葉・八しほ・名月）・ フジ
草本類 フクジュソウ
と書かれている。これを受けて、寛保 （ 1741 － 1743 ）から延
享 （ 1744 － 1747 ）までの江戸市中の風俗を記した『日本国花
















































花屋という名称からすると、安永 5 年 （ 1776 ）6 月 18 日条
にある棧崎（三崎）の店のように、生花を販売するというのが




ところが、安永 8 年 3 月 26 日条によると、千駄木の植木屋
はクロユリやサイシンのような草花まで販売している。その一
方、動坂の花屋は植溜も持っていて、ここの花屋治衛門は安永



















































３）「東駒込辺絵図」は牧野洋編 『別冊歴史読本 （ 52 ）江戸
切絵図』（新人物往来社、1994 年）に収録されている。以
下の切絵図についても同様。
４）平凡社地方資料センター編：日本歴史地名大系（13 ）東
京都の地名、p.534、平凡社、2002 
　以下、江戸の地名については本書に依ったので、参照願い
たい。
５）山野勝：江戸の坂、p.40、朝日新聞社、2006 
６）新村出編：広辞苑、p.2202、岩波書店、2006
